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祭の 10月、町から離れた人が戻り集う 

町内が、活気を取り戻す 

だが、祭を維持することは 

高齢化・少子化の町では、工夫が求められる 
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10

月
は
祭
の
月
。
そ
の

始
ま
り
が
、
神
明
・
白
山
神

社
の
祭
礼
。
例
大
祭
で
す
。

翌
週
に
は
神
田
白
山
権
現

神
社
、
さ
ら
に
足
又
八
幡
神

社
祭
礼
へ
と
続
き
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

猛
威
を
奮
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
祭
礼
も
自
粛
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
や
っ
と
戻
り
始

め
て
い
ま
す
。 

祭
礼
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
神
明
・
白
山
神
社
祭
礼
は
、

10

月
６
日
。
午
前
９
時

30

分
頃
か
ら
祭
神
の
分
霊

を
神
輿
に
迎
え
る
神
事
が

執
り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

神
輿
や
山
車
は
前
日
か

ら
準
備
に
入
り
、
神
明
神
社

前
で
出
番
を
待
ち
ま
す
。
神

輿
は
神
明
神
社
境
内
の
上

段
に
置
か
れ
、
祭
神
を
迎
え

ま
す
。
祭
神
と

共
に
神
輿
と

山
車
は
白
山

神
社
に
移
動

し
祭
神
を
迎

え
、
厄
難
を
追

い
払
い
、
健
康
や
安
全
を
願
う
た
め
宿

内
を
巡
行
す
る
わ
け
で
す
。
宿
内
や
氏

子
の
厄
払
い
を
し
て
回
る
の
で
す
。 

巡
行
す
る
山
車
の
見
所
は
、
三
叉
路
（
旧

JA

事
務
所
前
）
で
の
方
向
転
換
で
す
。 

山
車
と
神
輿
は
宿
の
西
の
外
れ
ま
で
巡
行
し

た
後
、
公
民
館
横
の
駐
車
場
ま
で
戻
り
、
転
回
し

ま
す
。 

祭
神
を
白
山
・
神
明
の
各
神
社
で
お
戻
し
し
、
正

午
頃
に
祭
は
終
了
で
す
。 

 

「
高
齢
化
に
よ
り
祭
の
存
続
が
危
う
く
な
っ

て
き
ま
し
た
」 

「
神
輿
と
山
車
の
巡
行
に
、
そ
れ
ぞ
れ

10

名

ず
つ
、
お
囃
子
や
神
楽
、
巡
行
道
中
の
曲
目
の
演

奏
を
担
う
若
衆
に
つ
い
て
も
大
勢
の
人
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
、
祭
の
担
い
手
に
つ
い
て
町

民
の
皆
さ
ま
と
ご
相
談
し
な
が
ら
、
伝
統
あ
る

祭
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
」

と
、
神
社
総
代
の
木
村
伸
哉

さ
ん
。 

過
疎
化
と
高
齢
化
の
地
域

が
抱
え
る
悩
み

は
大
湫
の
神
社

総
代
に
も
重
く

の
し
か
か
る
。 

日程（予定） 

9：30  神事開始 

10：00  白山神社に移動 

10：40  神輿・山車巡行 

三叉路にて方向転回 

（ここが見所） 

宿内を巡回 

11：30  駐車場にて転回 

↓ 

白山神社 

↓ 

神明神社 

12：00 終了 

12：30 14 臼の餅まき 

旧大湫小学校グラウンド 

（天候によっては駐車場） 

注：天候等により時刻を変

更することもあります。ご

承知おきください。 
神明神社神事（23 年） 

お祭りの月、10月 

第１日曜大湫・第 2日曜神田・第 3日曜足又 

神明神社神事（23 年） 
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「大湫神明例大祭」準備 

9 月 21 日（土）、大湫コミュニティ

センター講堂で大しめ縄づくりがおこ

なわれた。お

よそ 30 名の参

加で、作られ

る大しめ縄

は、長さ 16

ｍ。稲わら 20

束が用意され

た。しめ縄の

太いところは

直径が 10 ㎝。

その部分が 12

ｍ。細いとこ

ろが４ｍ。 

三浦順三さ

んを指揮官に

して分担して

作業がおこな

われる。16ｍ

のしめ縄が 3 本と藁（わら）シデ飾り

を分かれて作るので、4 グループで作

業がおこなわれる。 

「従来は責任者の頭の中に設計図が

あった。これでは次世代に作業を継承

するには不十分。記憶を頼るのではな

く記録を、と思う。映像では色々残さ

れているが、数字で残すことに心がけ

ている」と三浦さん。 

藁シデ飾りを担当する年配の参加者

は、手際よく縄をなっていく。見事な

手さばき。「ここの参加者の中でも縄を

なえるのは６人かな」「子どもの時から

親のなう様子を見て覚えたもんだ」「手

取り足取りのような指導はなかった

よ」「わら草履をつくったよ」と子ども

の頃を思い起こすように話されたの

は、渡辺栄二さん、長谷川達二さん。 

藁の茎以外の部分を取り除く「藁す

ぐり」に精を出していた参加 2 回目の

女性は、「手が荒れるのが気になるんで

すよ」（秋山仁恵さん）。「白魚のような

手だからね」と茶々が入って笑いが起

きた。初参加の奧村義二さんは「明日

の筋肉痛が心配です」 

女性 3 名、子ども達も参加して賑や

かな雰囲気で 16 メートルの大しめ縄

（大注連）ができあがった。 

文責 長谷川 明 

 

藁シデ飾りを作る 
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釜戸小学校コミュニティ・スクール 

 去る 9 月 12 日(木)・13 日(金)両日、校庭の草取りボランティア活動が行われま

した。コミスク役員・地域住民の方々の手により、校庭の雑草を取り除くことが出

来、児童たちも安心して走り回ることが出来ます 

 

  
                  

釜戸小学校運営協議会委員 松浦 大哲 

 

瑞浪北中学校コミュニティ・スクール 

 

 瑞浪北中学校では、「地域とつながる生徒の育成」を目指しコミュニティ・スクー

ル（CS）の活動を進めています。CS では「地域の力を学校づくりに、学校の力をま

ちづくりに」を基本とし、地域住民の学校活動への支援や地域活動への生徒のボラ

ンティア活動などが行われています。 

 大湫町民の皆様へは、中学校より家庭科授業のお手伝いのお願いとして依頼の回

覧をさせて頂きました。今回の依頼は１０月・１１月の授業の中で 

① 1 年生調理実習「魚と肉」「肉と野菜」の調理。安全な包丁の使い方、おいしい味付け

など、保護者や地域の皆さんからの経験からの助言のお願い。 

➁ 2 年生「トートバッグの作成」ミシンやアイロンを使って、一人一人がトートバッグを

作ります。ミシンの操作やアイロンの安全な使い方などについて、 

担任の先生の補助をお願いするものです。 

 

※ 町民の皆様には今後も今回のように中学校から授業のお願いや依頼がありま

すので、よろしくご協力の程お願い申し上げます。 

北中学校運営協議会委員 松浦 大哲 
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敬
老
の
日 人

生
の
先
達 

１
９
４
７
（
昭
和

22

）
年
に
兵
庫
県
の
野

間
谷
村
で
お
こ
な
わ
れ
た
敬
老
行
事
「
と
し
よ

り
の
日
」
は
、「
『
老
人
の
日
』
を
経
て
昭
和

41

（
１
９
６
６
）
年
に
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」

へ
と
発
展
し
ま
し
た
（
内
閣
府

HP

）
」
。 

そ
の
後
、
９
月

15

日
が
「
老
人
の
日
」、
現

在
は
９
月
の
第
３
月
曜
が
「
敬
老
の
日
」
。 

大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
は
、

75

歳
以
上
の
方
々
に
記
念
品
を
届
け
ま
し
た
。

「
人
生
の
先
輩
で
あ
る
皆
さ
ま
に
は
」
「
温
か

く
見
守
り
い
た
だ
き
つ
つ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
」

（
区
長
日
記
）
と
の
言
葉
を
添
え
て
、
ご
長
寿

あ
れ
。 

 大
湫
町
の

90

歳
以
上
の
先
輩
諸
氏
は 

天
野
辰
代
、
天
野
長
三
郎
、
加
藤
さ
だ
子
、

奧
村
一
子
、
玉
置
み
よ
子
、
三
輪
里
子
、
大

竹
照
子
、
三
戸
幸
子
、
武
田
瑠
璃
子
、 

柘
植
美
智
子
、
渡
辺
美
好
、 

可
知
壽
満
子
、
林
武
夫 

 以
上
の
皆
さ
ん
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
で
す
。 

          年
に
一
度
の 

体
力
診
断
に
な
れ
ば 

 

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座

最
終
回
の
お
題
は
「
フ
レ
ー
ル
予
防
の
体
操
教

室
」
で
し
た
。 

35

歳
の
若
き
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
兄

さ
ん
で
、
つ
い
て
い
け
る
の
か
と
身
も
心
も
竦

（
す
く
）
み
ま
し
た
。 

内
容
は
、
１
分
間
の
片
足
立
ち
、
目
を
閉
じ

て
の
歩
行
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
の
ス
ク
ワ
ッ

ト
等
々
。
多
少
の
き
つ
さ
も
、
み
ん
な
が
い
る

か
ら
励
ま
さ
れ
る
。
講
師
の
お
兄
さ
ん
の
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
掛
け
声
も
手
伝
っ
て
、
笑
い
の
中
で

付
い
て
い
け
る
の
も
あ
り
が
た
い
。 

終
わ
っ
て
の
思
い
は
、
今
の
体
力
の
自
覚

（
１
年
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
な
さ
け
な
さ
）
と
同
時
に
、
こ
の

自
覚
こ
そ
が
、
明
日
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の
励

み
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

「
歳
を
取
る
」
こ
の
こ
と
は
、
初
め
て
の
経

験
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
た

だ
私
に
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
の
母

の
姿
で
す
。
こ
の
歳
に
母
は
、
こ
ん
な
だ
っ
た

と
思
い
だ
し
、
前
を
向
か
な
く
て
は
と
言
い
聞

か
せ
ま
す
。
そ
し
て
１
年
後
、
今
の
体
力
が
維

持
で
き
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
お
互
い
楽
し

く
歳
を
取
り
合
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

参
加
者
の
声
。「
体
が
ス
カ
ッ
と
し
た
」
で
し

た
。 

リ
・
ア
ッ
プ
“
ひ
よ
も
”
大
竹
悦
子 

0

5

10

年
齢 7
7

8
0

8
3

8
6

8
9

9
2

9
5

9
8

75歳以上年齢別人数
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全
国
版
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
大
湫 

井
戸
枯
渇
・地
盤
沈
下 

 初
め
の
こ
ろ
は
遠
雷
か
花
火
か
間
違
え
る

ほ
ど
の
音
で
し
た
。
工
事
先
端
箇
所
が
近
づ
く

に
つ
れ
ド
ー
ン
と
振
動
を
伴
っ
た
音
と
な
り

ビ
ク
ッ
と
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
昨
年
の
初
夏
こ

ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
そ
う
し
た
こ
と
が
些
事
と
思
え
る

ほ
ど
、
井
戸
の
枯
渇

14

カ
所
、
湧
水
は
１
日

２
０
０
０
㎥
ほ
ど
が
排
出
さ
れ
、
地
盤
の
沈
下

も
各
所
に
確
認
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
た
の
で
す
。 

こ
の
状
況
に
Ｊ
Ｒ
担
当
者
は
、
あ
り
え
な
い

話
で
す
が
「
お
示
し
で
き
る
代
替
え
案
は
な
い
。

専
門
家
と
相
談
し
た
い
」（
中
日
新
聞
）
と
報
道

陣
に
説
明
。 

 

湧
水
と
沈
下
は
表
裏
一
体
で
は
？ 

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
湧
水
と
沈
下
は
表
裏
の

現
実
で
あ
り
、
湧
水
と
水
圧
、
施
工
方
法
を
踏

ま
え
た
う
え
で
設
計
施
工
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
も
の
と
考
え
ま
す
。
着
工
に
先
立
つ
環
境
影

響
評
価
に
お
い
て
も
地
下
水
に
影
響
が
出
る

こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
織
り
込
み
済
み
の
結

果
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。 

 

土
木
技
術
界
を
代
表
す
る
Ｊ
Ｒ
の
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
対
応
の
悪
さ

と
言
っ
て
は
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。 

 

湧
水
は
町
外
に
放
流
だ
が
、
は
て
？ 

毎
秒

15

～

25

㍑
と
い
う
数
字
は
一
日
当

た
り
２
０
０
０
㎥
近
い
湧
水
が
排
出
さ
れ
て
、

大
湫
町
以
外
の
場
所
に
放
流
。
（
１
㎥
は
４
人

家
族
が
１
日
に
使
用
す
る
量
で
、
毎
日
２
０
０

０
戸
が
使
用
で
き
る
水
を
放
出
す
る
。
そ
し
て
、

町
外
に
放
流
さ
れ
る
こ
と
も
危
惧
を
感
じ
る
） 

地
下
に
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
空
洞

が
あ
り
そ
こ
に
地
下
水
が
吸
い
込
ま
れ
て
い

く
。
大
変
理
屈
に
合
っ
た
水
の
流
れ
が
存
在
す

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
少
な
く
と
も
半
年
以
上

続
い
て
い
て
、
井
戸
の
枯
渇
、
沈
下
が
少
な
い

こ
と
は
幸
い
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が…

。 

私
た
ち
の
地
区
（
足
又
）
で
は
、
３
年
前
よ

り
リ
ニ
ア
工
事
の
進
め
方
、
掘
削
方
法
、
発
破

の
騒
音
、
湧
水
等
工
事
の
進
捗
状
況
の
説
明
と

確
認
の
場
を
年
に
４
回
、
設
け
て
き
ま
し
た
。  

当
初
よ
り
Ｊ
Ｒ
東
海
と
い
う
企
業
の
事
業

に
「
積
極
的
に
協
力
す
る
立
場
で
も
な
く
、
工

事
反
対
を
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
説

明
し
、
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
夜
間
の
発
破
を

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
要
望
し
ま
し
た
。 

ト
ン
ネ
ル
見
学
の
要
望
は
誠
意
を
も
っ
て

対
応
（
坑
道
の
中
は
だ
め
で
し
た
が
）
し
て
い

た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

１
０
０
年
先
は
大
丈
夫
か
？ 

大
湫
町
の
自
然
、
文
化
は
、

10

年
後
は
良

く
て
も
１
０
０
年
後
は
果
た
し
て
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
。
井
戸
が
枯
渇
し
、
地
盤
沈
下
し
た
こ

と
へ
の
対
応
は
当
然
と
し
て
、
形
に
現
れ
な
い

瑕
疵
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
し
ま
う
。 

こ
の
地
に
生
活
し
て
い
る
者
と
し
て
、
な
に

よ
り
も
望
む
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
情
報
の
積
極

的
な
開
示
と
丁
寧
な
報
告
と
説
明
な
の
で
す
。  

奥
村
準
蔵 
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瑞浪市制７０周年記念 

第３４回 大湫町文化祭 

作品募集！ 
来る１１月２・３日（土日）の２日間 ですが大湫町文化祭を開催します。 

 今年は大規模改修できれいになった館内で行うことが出来ます。 

また、今年は市政７０周年記念の年でもありまので日頃、町民の皆様が手掛け

ている趣味の作品等、力作を広く募集いたします。 

締切は１０月１５日（火）までに公民館へお願いします。 

 作品例：出展物の例 

 ・畑で変わった形の野菜が取れた  

 ・こんな虫を見た 大湫の野生動物→写真等 

 ・私のコレクション（写真や実物） 

コーヒーコーナーでは、今年も懐かしいレコードをかけた

いと思います。懐かしいレコードを所有の方は是非お貸し 

下さい。 

（連絡先 大湫公民館 ６３－２３６０） 
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瑞
浪
市
総
合
防
災
訓
練 

 
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
初
め
て
発
表
さ
れ
、
都
市
の
一
部

で
は
水
、
コ
メ
や
防
災
グ
ッ
ズ
が
店
舗
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。
幸
い
何

事
も
な
く
、
一
週
間
後
の

15

日
、
こ
の
注
意
喚
起
が
終
了
し
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
リ
し
、
そ
し
て
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
わ
け
で
す
。
だ
が
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
危
険
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

９
月

21

日
（
土
）、
午
前
７
時
か
ら
「
瑞
浪
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
避
難
場
所
で
の
訓
練
後
、
市
民
公
園
周
辺
で

防
災
訓
練
と
防
災
フ
ェ
ア
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
、
奧
村
義
二
さ
ん
が
防
災
士
と
し
て
大
規
模
災
害
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
を
載
録
し
ま
す
。
今
後
の
災
害
予
防
や
備
え
の
参
考
に
し

ま
し
ょ
う
。 

１
．
災
害
に
備
え
て
確
認
し
よ
う 

・
い
ざ
と
い
う
時
の
安
否
確
認
手
段
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

災
害
時
は
通
常
の
通
信
手
段
が
使
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
の
手
段
を
確
認
し
よ
う
。 

① 

電
話
：
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
災

害
用
伝
言
板
（w

eb

１
７
１
）
が
あ
り
ま
す
。 

・
情
報
収
集
手
段
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。 

瑞
浪
市
は
様
々
な
手
段
で
、
災
害
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。 

① 

瑞
浪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

②
絆
メ
ー
ル 

③L
IN

E
 

④
そ
の
他 

防
災
無
線 

防
災
ラ
ジ
オ 

緊
急
速
報
メ
ー
ル 

 

国
や
県
も
様
々
な
ツ
ー
ル
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。 

① 

岐
阜
県
総
合
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 

②
ぎ
ふ
土
砂
災
害
警
戒
情

報
サ
イ
ト 

③
気
象
庁
キ
キ
ク
ル 

・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）
を
作
成
し
よ
う
。 

大
雨
や
台
風
な
ど
の
風
水
害
の
時
に
備
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
合

わ
せ
た
避
難
行
動
を
考
え
て
お
く
物
で
す
。
自
宅
付
近
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
確
認
し
避
難
所
ま
で
ル
ー
ト
の
確
認
や
危
険
箇
所
の
把
握
を

し
て
お
く
。（
危
険
な
場
合
は
無
理
に
避
難
し
な
い
） 

 

 

２
．
災
害
に
備
え
て
確
認
を
し
よ
う 

・
非
常
用
物
品
の
準
備
を
し
よ
う
。 

 

日
常
的
に
使
用
す
る
保
存
食
、
飲
料
水
、
ウ
エ
ッ
ト
タ
オ
ル
、
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
乾
電
池
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を
日
頃
か
ら
多
め
に

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
き
、
使 

っ
た
分
だ
け
補
充
す
る
こ
と
を
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
（
ロ
ー
リ 

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
） 

 

食
料
と
水
は
７
日
分
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
（
少
な
く
と
も
３
日
）
飲
料

 
水
と
生
活
用
水
と
は
別
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

水
用
の
ポ
リ
タ
ン
ク
も
準
備
し
て
お
く
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。 

・
建
物
の
安
全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。 

  

大
規
模
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
る
現
在
、
住
宅
倒
壊
を
防
ぐ
為
の
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対
策
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

費
用
に
応
じ
て
、
耐
震
診
断 

耐
震
補
強
工
事
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。 

 

瑞
浪
市
で
は
、
昭
和

56

年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
建
築
は
無

 

料
耐
震
診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

工
事
費
用
も
一
部
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 

自
宅
が
倒
壊
し
な
け
れ
ば
無
理
に
避
難
所
へ
行
く
必
要
は
な
く
な
り
ま

 

す
。 

・
非
常
持
ち
出
し
物
品
の
準
備
を
し
よ
う
。 

 

す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
非
常
持
ち
出
し
物
品
の
準
備
・
点
検
を
し

 

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

物
品
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
。
女
性
視
点
で
の
物
品
や
慢
性

 

疾
患 

の
人
は
常
備
薬
の
ス
ト
ッ
ク
な
ど
個
別
性
が
あ
る
の
で
、
自
分
で

 

必
要 

な
物
を
用
意
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
両
手
が
使

え
る
リ
ュ
ッ
ク 

等
に 

非
常
持
ち
出
し
物
品
を
ま
と
め
詰

め
て
お
く
と
素
早
い
避
難
が 

で
き
ま 

す
。 

 

重
す
ぎ
な
い
か
実
際
に
背
負
っ
て
確
か
め
ま
し
ょ
う
。 

※
防
災
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
あ
り
ま

す
。
大
湫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
内
の
危
機
管

理
課
に
て
入
手
可
能
で
す
。 

災
害
は
起
き
る
前
の
備
え
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
災
害
に

備
え
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み
ず
な
み
防
災
会 

奥
村
義
二 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
大
竹
悦
子
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委
員
）
か
ら

様
子
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
湫
で
の
訓
練
後
、
市
民
公
園
で
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

過
去
に
参
加
し
た
中
で
今
回
の
訓
練
は
能
登
半
島
・
南
海
ト
ラ

フ
警
戒
情
報
発
令
後
の
せ
い
か
緊
迫
化
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

そ
れ
だ
け
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
一
つ
一
つ
は
、
同
一
体
験
そ

の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
目
新
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
中

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト
を
設
置
し

て
の
簡
易
救
護
所
、
災
害
救
助
犬
に
よ
る
情
報
訓
練
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
倒
壊
家
屋
内
検
索
・
孤
立
集
落
へ
の
片
道

16

㎞
ま
で

可
能
な
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
救
援
物
資
輸
送
訓
練
（
大
湫
も
こ
の

中
に
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
の
安
心
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
）
１

時
間
の
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま

し
た
。 

我
が
家
も
８
月
に
は
、
簡
易
水
道
の
カ
ラ
ン
か
ら
水
が
出
な

く
な
り
、
神
仏
頼
み
の
一
週
間
で
し
た
。
が
、
災
害
時
に
は
、
も

っ
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
想
い
ま
し
た
。 

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
聞
き
す
る
以
上
の
体
験
・
経
験
が
で
き

た
こ
と
に
関
係
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。 

大
竹
悦
子 
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「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を 

お
持
ち
で
し
ょ
う
か
」 

 １
か
月
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割
合
で
私
は
調

剤
薬
局
に
通
う
。
い
つ
頃
か
ら
か
は
は
っ
き
り

記
憶
は
無
い
が
、
処
方
箋
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。 

そ
ん
な
頃
か
ら
ウ
サ
ギ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
店
内
に
張
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
変
化
は
、
こ
こ
の
薬
局
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

薬
局
が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
使
用
に
力
を
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
っ
た
。

「
支
援
金
」
だ
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が

上
昇
し
た
薬
局
や
医
療
機
関
に
「
支
援
金
」
が

支
給
さ
れ
る
。
２
０
２
３
年

10

月
に
比
べ
、

利
用
率
が
上
昇
し
た
場
合
、
上
昇
率
の
割
合
に

よ
り
、「
支
援
金
」
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
し
て

も
「
カ
ネ
で
釣
る
」
作
戦
だ
。
だ
か
ら
、
薬
局

は
一
人
一
人
の
患
者
に
聞
く
こ
と
に
な
る
。
厚

生
労
働
省
は
、
こ
の
声
か
け
に
数
本
の
台
本
ま

で
用
意
し
た
。 

「
カ
ネ
で
釣
る
」
方
針
は
次
の
よ
う
だ
。
２

０
２
４
年

5

月
～

7

月
を
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
の
「
集
中
取
組
月
間
」
と
し
、
利
用
者
の

増
加
量
に
応
じ
カ
ネ
を
支
給
す
る
。 

「
例
え
ば
２
０
２
３
年

10

月
の
利
用
率
が

3

％
未
満
の
場
合
、

30

人
以
上
増
加
す
る

と
３
万
円
、

80

人
以
上
増
加
す
る
と
上
限
の

10

万
円
が
支
給
」（
「W

eb

医
事
新
報
」）
。
こ

の
『
カ
ネ
釣
り
作
戦
』
と
も
い
え
る
方
針
は
、

10

月
か
ら
も
別
の
形
で
実
施
さ
れ
る
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
を

紐
付
け
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
普
及

が
不
十
分
と
み
る
や
、
広
く
国
民
の
間
に
普
及

し
、
認
知
さ
れ
て
い
る
現
在
の
健
康
保
険
証
を

今
後
発
行
し
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
「
困
っ
た
」

と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
自

分
は
ま
だ
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
な
い
。

心
穏
や
か
で
い
ら
れ
な
い
。 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
ら
せ
る
あ
の
手
こ
の

手
に
、
多
額
の
税
金
が
注
ぎ
込

ま
れ
て
き
た
。

TV

の

CM

し

か
り
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

者
へ
の
事
務
費
の
支
払
い
な
ど
関
連
経
費
は

膨
大
だ
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
こ
と
に
ま
ず
驚
き
が
あ
っ
た
。 

２
０
２
０
年

9

月
に
開
始
さ
れ
た
こ
の
事

業
の
第
一
弾
で
、
お
よ
そ
３
０
０
０
億
円
。
ポ

イ
ン
ト
（
カ
ネ
を
）
ち
ら
つ
か
せ
て
で
も
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
さ
ほ

ど
数
は
伸
び
ず
、
第
２
弾
を
２
０
２
２
年

6

月
か
ら
開
始
。
１
兆
８
１
３
４
億
円
を
計
上
し

た
。 マ

イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
れ
ば
現
金
が
口
座
に

振
り
込
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
紐
付
け
す
る
と
、

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
獲
得
で
き
る
仕
組
み
だ
。
現

金
で
買
い
物
を
す
る
習
慣
の
高
齢
者
に
は
手

が
出
し
に
く
い
。 

姑
息
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
『
カ
ネ
釣
り

作
戦
』
。
多
額
の
税
金
を
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
促
進

に
つ
ぎ
込
ん
だ
。 

 

ど
う
な
る
現
行
保
険
証 
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現
行
保
険
証
が

12

月
２
日
終
了
す
る
と
い

う
の
で
不
安
が
よ
ぎ
る
。
す
る
と
、
現
在
の
健

康
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で
は
そ
の
ま
ま
使

え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
有
効
期
限
後
は

ど
う
な
る
の
か
も
心
配
に
な
る
。
き
ち
ん
と
知

ら
せ
る
べ
き
な
の
に
，
こ
の
情
報
は
あ
ま
り
伝

え
ら
れ
て
い
な
い
。 

「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
、
加
入

す
る
医
療
保
険
者
か
ら
資
格
確
認
書
が
送
付

さ
れ
る
予
定
」（
厚
生
労
働
省

HP

）
だ
と
。
最

後
の
「
予
定
」
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
。
あ

る
地
方
自
治
体
の

HP

に
は
、 

「
申
請
な
し
で
資
格
確
認
書
が
交
付
さ
れ

る
方
」
は 

「
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

 

な
い
方 

「
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

 

る
が
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
し

 

て
い
な
い
方
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

作
る
の
は
任
意
で
な
か
っ
た
の
か 

 

思
い
起
こ
せ
ば
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
る
の

は
任
意
だ
っ
た
。
つ
ま
り
作
っ
て
も
作
ら
な
く

て
も
よ
い
。
申
請
主
義
を
尊
重
す
れ
ば
当
然
な

こ
と
。
だ
が
、
義
務
で
あ
る
か
の
よ
う
に
事
態

は
進
ん
で
い
る
。
納
得
が
い
か
な
い
。 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
申
請
が
進
ま
な
い
状
況
に

考
え
出
さ
れ
た
の
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本
化
は
、
わ
が
国

の
『
国
民
皆
保
険
』
制
度
の
下
、
国
民
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
事
実
上
強
制
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
任
意
取
得
原
則
の
趣
旨

に
反
す
る
」（
愛
知
県
弁
護
士
会

HP

）。 

全
く
同
感
だ
。 

現
行
保
険
証
は
期
限
が
あ
っ
て
も
、
期
限
切

れ
に
な
る
前
に
送
付
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
は
、
期
限
が
来
て
も
申
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
「
申
請
主
義
」
が
生

き
て
い
る
。
申
請
す
る
か
否
か
は
、
本
人
の
考

え
方
次
第
だ
が
、
健
康
保
険
証
と
の
一
体
化
が

進
め
ら
れ
る
と
、
な
か
ば
強
制
と
い
え
る
。
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
と
な
る
。 

強
引
さ
と
、
傲
慢
さ
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
疎

い
高
齢
者
や
申
請
に
出
向
け
な
い
弱
者
を
置

き
去
り
に
す
る
棄
民
思
想
を
感
じ
て
し
ま
う

の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。 文

責 

長
谷
川 

明 

旅人・皆さんの善意で 
 

6,476 円を大湫町にご寄付いただきました。 

このお金は、「若竹屋」さんを利用される皆さん

からの心遣いです。「町の発展にご寄付を」と話し、

趣旨に賛同いただいた皆さんがレジ横に置かれた

小さな缶に入れられた金額です。 

大湫町のために使ってと寄付をしてくださった

皆さんに、感謝、感謝です。 
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みなおしてください 

家庭ごみの出し方 第２弾 

９月号では不燃ごみの出し方についてお知らせいたしましたが、９月の資源ごみ

収集についてお伝えします。 

９月の北・西区の資源ごみの廃油ボックス 

コンテナにカセットガスボンベが入れられて 

いました。（右写真） 

カセットガスボンベやスプレー缶の集積場所はコミュニティセンターに指定されて

います。 

 先月は足又の不燃ごみ集積所に同じくカセットガスボンベが置かれていました。

度々この様な事がおきますと区民の方、当番の方に負担が掛かります。お互いに注

意しましょう。 

 

 

８月に足又に置かれていたカセットボンベ ９月の北・西区の廃油コンテナ 
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家庭菜園に役立つ 10月の農作業 
 

今年の夏はいつまでも暑い。天候に大

きく影響される野菜栽培。生産農家の悲

鳴がたびたびニュースになり報道され

る。 

今年のタマネギの成

績は良くないと皆さん

が嘆かれましたが、木

村伸哉さん圃場のタマ

ネギはすばらしい「で

き」でした。 

「苗は農協のものを使

って、特別なことは

していない

んです。もしかすると水やりか

も。冬の晴れた日に水をしっか

りやったら良いと、昔買った家

庭菜園の本に書いてあったので

…。でもそれが理由かどうかは

わかりませんが」と。 

木村さんはカボチャを立体的

な栽培法、空中栽培をしておられる。「こ

の栽培は実が地面に着いていないから

実がきれいなんです。地面側が黄色にな

るような心配がないんです」 

鉄柱と網を使って空中で実をならせ

るこの栽培は、狭いスペースの家庭菜園

にぴったりのようだ。 

「知り合いから苗をもらったグラッセ

という品種のカボチャ。空中栽培は、な

によりも草にまぎれた実を草刈り機で

傷つけることがないから」とも。こんな

利点に大いに納得。 

野菜苗は、「恵那農業高校まで行って

買うんです。安くて良い苗」が手に入い

るから、ここで購入されている。 

トマトも大玉の品種を毎年栽培され

ている。「獣害で、半分ぐらい食べられて

しまう。人が食べたようにヘタだけ残し

て。誰のために作っているやら。孫たち

が好きなので作るんだけれど」 

「元肥は牛糞堆肥を主に使い、追肥とし

て化学肥料や液肥のハイポネックス使

う」 

秋冬野菜も準備は怠りなく進められ、

ハクサイやスティックブロッコ

リーはポット苗を自作し、その

一部は定植済み。防虫ネットで

覆われている。 

ダイコンやニンジンもすでに

芽を出している。間引き後の成

長が期待できる。 

雑 草 が ほ

とんど見られない

きれいな圃場。手入

れが行き届いてい

る。 

「県道沿いだか

ら、みんな見てい

く。色々品評もされ

るから…。気が抜けなくてね」と笑って

話されことを思い出した。 

今年はいつまでも暑く、雑草の伸びも

早い。苦労がしのばれる。 

聞き手と文（長谷川 明）

 

ハクサイ 

ホウレン草、ニンジン 

ダイコン 



- 13 - 
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□丸森の企画 

・ススキで作ったフクロウ 

・竹細工の町並み（三戸憲和氏作製）と

 和宮のミニ行列（衣装は丸森スタッ

 フ）の展示（11 月 3 日「文化の日」

 まで） 

和宮と徳川家茂（14 代将軍）の婚儀が

江戸城内で盛大におこなわれました

（1862 年 2 月 11 日）。その 4 年後、家

茂は長州征伐のため出陣し、途中大阪

城で急死。和宮は 20 歳の若さで未亡人、

静寛院宮（せいかんいんのみや）となら

れました。その後、脚気を患い転地療養

先の箱根で、1877（明治 10）年 9 月 2

日、薄幸の生涯を 32 歳で閉じられまし

た。 

そんな想いを脳裏に浮かべながら観に

来てください。 

 

□外国人ツアーが始まりました 

田んぼの稲穂が金色に輝き、新米を口

にする時がやって来ました。 

秋の外国人ツアーも始まりました。 

９月 11 日は

リトアニア・

スイス・アメ

リカからの 14

名の方々が丸

森に寄られ、

水筒に水の補

給をされ、恵

那から届いた朴葉寿司のお弁当を受け

取り、次の宿場恵那へと出発されまし

た。他にも全国通訳案内外国人ツアー

やロートラベル等色々な国の方が歩か

れるようになりました。 

 

□丸森の今 

例の（8 月号で紹介）折り鶴一万羽。９

月 15 日現在で、5,780 羽。残り、4,220

羽、・・・ちょっと疲れ気味 

 

2024（令和 6）年 7 月 

 

2024（令和 6）年 10月 

丸森だより 
 

 

来場者数 
町 外 町 内 

外国関係 合計 
大人 幼小中高 大人 幼小中高 

８月度 １９５人 １３人 ４５人 ３人 １人 ２５７人 

９/1５日迄 １５１人 ０人 ９人 ３人 ３７人 ２００人 

  R6,4 月～ 2,353 人 オープン～ 57,155 人 前年同月比 ６２% 

 

9 月 11 日の来訪者 
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大湫公民館・大湫町コミュニティ推進協議会からのお知らせ 

 

 リ・アップ “ひよも”  

《１０月のひよもの活動》   生活安全課交通指導員による 

『高齢者交通安全教室』   出前講座 

日 時：１０月２日（水）10:00～（予定) 

場 所：公民館講堂 

 大湫宿お休み処 １０月の営業日 ６日（日）・１３日(日) 

１４日(月祝)・２０日（日）・２７日(日) 
※当日（お急ぎ）の予約は、丸森（0572-63-2455）へ 

お願いします。 

 

     
市民図書館 大湫分室 

  ８月・９月は大規模改修工事のため一時貸し出しを中止していま

したが、１０月より貸出を再開しますので、ご利用ください。 

 

 デマンド交通 

８月利用者（大湫～日吉東部） 

１７便 延 １９名（稼働率 13.5 ％） 

  

「清流の国ぎふ」文化祭２０２４ 

〇 生誕１３０年「荒川豊蔵展」 

日時：9月 14日（土）～11月 17日 

場所:岐阜県現代現代陶芸美術館 多治見市東町 2-4-5 

上記招待券 2枚と１枚で 2名まで入場出来る招待券が 1枚あります。 

公民館までどうぞ 

 青色回転灯防犯パｍトロール  

１０月のパトロール予定者 

上旬：桐井 賢次・柘植 巧 

下旬：河端 聖哉・三浦 信之 

 

１０月の『クテの市』開催日 

３日(木)・６日（日）・１０日(木)・１３日（日）・１７日(木) 

２０日（日）・２４日（木）・２７日（日）・３１日（木） 

 新鮮な野菜がいっぱいです どうぞご利用ください 

皆さん、たくさん利用し

て下さい。 
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区
長
日
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

リ
ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
原
因
と
み
ら
れ
る
水
源
の
水
位

低
下
問
題
で
、
9
月
6
日
（
金
）
に
県
よ
り
環
境
部
長
は
じ
め
4
名
、

市
よ
り
み
ず
な
み
未
来
部
長
は
じ
め
5
名
の
方
々
が
共
同
水
源
、
深

井
戸
・
浅
井
戸
候
補
地
、
神
田
の
堰
堤
等
を
視
察
さ
れ
、
加
藤
コ
ミ

会
長
と
案
内
し
ま
し
た
。
予
定
時
間
を
超
え
る
な
ど
熱
心
に
視
察
さ

れ
、
ま
た
地
盤
沈
下
の
問
題
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。
後
日
、

状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

9
月
8
日
（
日
）
の
秋
季
奉
仕
作
業
で
は
、
炎
天
下
で
の
作
業

お
疲
れ
様
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
主
要
道
路
沿
い
の
草
木
が
刈
ら

れ
、
見
通
し
も
良
く
な
り
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

9
月
16
日
（
日
）
の
敬
老
の
日
、
大
湫
町
の
75
歳
以
上
の
75
名

の
方
々
に
記
念
品
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
生
の
先
輩

で
あ
る
皆
様
に
は
、
ま
だ
ま
だ
及
ば
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
温
か
く
見
守
り
い
た
だ
き
つ
つ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

 

9
月
21
日
（
土
）
は
瑞
浪
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
日
は
大
杉
の
大
し
め
縄
づ
く
り
が
あ
り
、
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
年
も
立
派
な
し
め
縄
が
奉
納
で
き
ま
し
た

こ
と
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

纐
纈  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9
月
4
日 

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
打
合
せ
6
日 

県
環
境
生      

活
部
長
他
水
源
地
等
視
察
対
応 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

8
日 

秋
季
奉
仕
作
業 

9
日 

連
合
自
治
会 

12
日 

釜
戸
小
学
校
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

13
日 

釜
戸
小
学
校
草
取
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

16
日 

敬
老
の
日
記
念
品
配
布 

20
日 

瑞
浪
市
功
労
者
選
定
審
査
委
員
会 

21
日 

瑞
浪
市
総
合
防
災
訓
練 

大
し
め
縄
づ
く
り 

 
 
 
 

23
日  

面
高
屋
小
屋
解
体
壁
土
の
撤
去
等 

24
日  

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
指
導 



２８ 27 20 １９ 14 13 ６ ５ ４ ２ 日 

 
令
和
六
年
（
２
０
２
４
）
十
月
行
事
予
定 

月 日 日 土 月 日 日 土 金 水 曜 

 

  

 

  
広
報
委
員
会 

  

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

苔
玉
・
寄
せ
植
え
づ
く
り 

足
又
八
幡
神
社
例
大
祭 

大
湫
太
鼓
練
習 

和
太
鼓
「
志
多
ら
」
講
演
に
向
け
て 

ス
ポ
ー
ツ
の
日 

神
田
白
山
権
現
例
大
祭 

神
明
・
白
山
神
社
例
大
祭 

大
湫
太
鼓
練
習 

和
太
鼓
「
志
多
ら
」
講
演
に
向
け
て 

区
長
会
・
幹
事
会 

〝
ひ
よ
も
〟
高
齢
者
交
通
安
全
教
室 

予

定 

 

不燃ゴミ：１０/３（木）資源ゴミ：１０／２３（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館改修工事進捗状況 
   

・現在、事務所と隣の会議応接室の改修は完了 

・図書室の天井照明工事完了 

・調理室シンク増設中 10 月第２週完成予定 

・１F・２F トイレ工事進行中（多目的トイレを

併設）10 月第３週完了予定 

・屋根瓦撤去新設、外壁塗装改修第２週完了 

予定      

・最終的に空調設備を整えて終了予定 

文化祭までには完了する予定です 

編
集
後
記 

 

秋
祭
り
の
お
囃
子
の
練
習
の
音
が 

虫
の
声
と
一
緒
に
聞
こ
え
て
来
ま

す
。
暑
い
暑
い
と
ば
か
り
言
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
も
う
お
祭
り
の
季
節

な
ん
で
す
ね
。 

D 
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